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平成24年度版「未来へひろがる数学」観点別特色一覧表

(1)学習指導要領への対応

	項目
	観　点
	特　色
	事　例

	1
目
標
と
取
扱
い
内
容
	①学習指導要領改訂の趣旨を踏まえ，教科書の編集は大幅に見直されているか。


	①数学的知識・技能を確実に身に付けさせるとともに，数学的な思考力・表現力の育成を図るために，生徒が教科書を見ながら自学したり，自分の考えを他に説明し伝え合ったりする授業が充実するよう，教科書を構成・展開しました。
	●数学の基礎的・基本的な知識・技能の習得とそれらを活用することを通じて，学んだ数学の有用性を実感させることができるよう，例，例題から問へのステップを細かくしたり，くり返し練習のコーナーを設けたり，身のまわりへの利用マークや数学を通して見てみようを設定しました。

【例】くり返し練習：1年p.207-214，身のまわりへの利用：2年p.75，数学を通して見てみよう：3年p.224-231
●新しい知識・技能を獲得する際にも学び方が重要であるため，全ての学年の巻頭に「学習の進め方」を明示し，「発見する力」「利用する力」「表現する力」「記録する力」を身につけよう，といった学習姿勢についてふれました。
【例】各学年 巻頭p.4-5
●「思考力，判断力，表現力」について，本編では，自分のことばで伝えよう，みんなで話しあってみよう，自分の考えをまとめようのコーナーを，数学広場では考える力アップや，資料から必要な情報を抜き出したりする読みとる数学のコーナーを設定するなどして育成することを重視しました。
【例】自分のことばで伝えよう1年p.66／2年p.91／3年p.91など：みんなで話しあってみよう1年p.81／1年p.96／2年p.93／3年p.179など：自分の考えをまとめよう1年p.169／2年p.66／3年p.97など：考える力アップ1年p.248-251／2年p.176-179など：読みとる数学2年p.172-175／3年p.214-217など

	
	②数学教育の目標をどのように考えて編集されているか。
	②生徒の知性を，数理的な面を通して開発することを基本目標とし，それを実現するために，次の3点を具体的な目標として設定しています。

ア　数量・空間に関する基礎的な知識・技能を習得できるようにする。
イ　筋道を立てて考え，ものごとを合理的に処理する能力を伸ばす。
ウ　自主的・積極的に考え，新しいものごとを理解し，創造しようとする能力と態度を養う。

	●1年：正の数・負の数では，正の数・負の数の計算について学ぶとき，ふりかえり「算数マーク」をおき，小学校までの計算を振り返ることによってスムーズに負の数を含む計算ができるように工夫しています。また，特に1年では，小学校とのつながりを重視して，これまでに学んだことから答が得られるように工夫しています。
資料の活用の導入では，紙で作ったヘリコプター｢紙コプター｣をつくって実際に滞空時間を測り，滞空時間にちがいがあるか，その傾向と特徴を調べるように工夫しています。

【例】1年p.21／p.51／p.62／p.75／p.85／p.97／p.116／p.139／p.145／p.147／p.155／p.177／p.186-187
●２年：文字の式の加法，減法や，連立方程式の解法では，計算の仕方や方程式の解き方を理解するまでは，整数係数の範囲で学習できるようにし，基礎・基本がしっかり身につくように工夫しています。
図形の性質と証明では，予想した理由や考え方などを自分のことばで伝えるよう工夫しています。

【例】2年p.13-16／p.34-38／p.91／p.116／p.131など

●3年：二次方程式とその解き方では，例をスモールステップで用意して理解を助け，その後の問も増やすなど，基本がしっかり定着できるよう工夫しています。

円周角の定理の導入では，いろいろな位置での円周角を実際に測り，その性質を自分から見つけ出せるように工夫しています。
【例】3年p.62-65／p.142-143など
●正の数・負の数の意味（1年p.10-20），数の世界のひろがりと四則計算（1年p.43-44），文字を用いることの意義（1年p.48-51），証明の意義と方法（2年p.99-104），確率の意味（2年p.138-139），標本調査の意味（3年p.180-184）など，概念・原理・法則の意味理解にあたるところは，ていねいにきめ細かく扱っています。

	
	③数量や図形などに関する基礎的な概念・原理・法則の理解を深め，数学的な表現や処理の仕方を習得できるように配慮されているか。
	③数学的な概念・原理・法則を，具体的な例を通してわかるように工夫しています。

また，「～の意味（意義，必要性）を理解すること」を一層充実させ，その上で身につけるように工夫しています。
	

	
	④事象を数理的に考察し表現する能力を高めるように配慮されているか。
	④日常生活や社会に起きていることがらを数学的にとらえたり，数学の世界のことがらを発展させたりする場面を積極的に取り入れています。

　また，考察したことや，その結果を表現する場面を意図的に設け，表現力を高める工夫をしています。
	●身のまわりで数学が問題解決に役立っている場面を積極的に取り上げ，「身のまわりへの利用」マークをつけて学ぶ意欲を感じながら学習が進められるようにしました。

【例】1年p.119／2年p.75／3年p.138／3年p.174など
●数学広場では，「数学を通して見てみよう」のコーナーをおき，実社会で数学が役に立っている例を紹介しています。

【例】1年p.252-256／2年p.180-189／3年p.224-231
●問題解決や問題設定に必要な思考，判断のきっかけとして，数学的な見方・考え方の看板に「同じように考える」「条件がえをする」「逆向きにみる」「すでに学んだ形にする」などのキーワードを取り入れ，自らそのような考え方ができるように工夫しました
【例】1年p.19／1年p.163／2年p.63／2年p.90／3年p.32／3年p.127　など

●自分のことばで伝えよう，みんなで話しあってみよう，自分の考えをまとめよう等の活動を通して表現力を高めたり，ノートやレポートなどで筆記によって考えを整理し，まとめ，他者にわかりやすく伝えるまとめ方などが身につくようにしました。
【例】1年p.70／1年p.101／2年p.24／2年p.104／3年p.91／3年p.151　など

●自分のことばで伝えよう，みんなで話しあってみようのコーナーに誤答例を示し，それのどこが誤っているかを読み取って正しくさせる問題をいれました。

【例】１年p.39／1年p.66／2年p.25／3年p.71など
●図形の問題では，問題にいつも図を添えるのではなく，条件を読みとって，問題に合う図を自分でかいて考えるものも取り入れました。
　【例】1年p.142練習問題２／2年p.114問5／2年p.119練習１／3年p.126ひろげよう（下)

	
	⑤数学的活動の楽しさや数学のよさを実感し，数学の学習に意欲的に取り組むことができるよう配慮されているか。
	⑤生徒が楽しく，主体的に学習できるようにするため，「見いだし発展させる活動」「数学を利用する活動」「説明し伝え合う活動」などを積極的に展開しています。

また，数学的な見方・考え方にふれ，それらを問題解決や新しい学習内容にいかそうとする態度が身につくよう配慮しています。
	●実際の作業を想定している箇所には，生徒の活動的な写真を使ったり，節とびらで活動を取り入れて，主体的に数学を見いだし発展できるようにしています。

●見いだし発展させる活動として「ひろげよう」のコーナーを設け，どうすればいいかな，どんなことがわかるかな，どうなるかなといった問いかけを扱っています。

【例】1年p.23／1年p.149／2年p.34／2年p.84／3年p.16／3年p.148　など
●数学を利用する活動として「身のまわりへの利用」のマークをつけ，身のまわりの問題を解決する場面を扱っています。
【例】1年p.87／1年p.119／2年p.41／2年p.131／3年p.98／3年p.136　など
●説明し伝え合う活動として自分のことばで伝えよう，みんなで話しあってみよう，自分の考えをまとめようといった問いかけを扱っています。

【例】1年p.49／1年p.169／2年p.38／2年p.91／3年p.33／3年p.138　など
●右側の余白の欄に「数学的な見方・考え方」の看板をつけて顕在化させ，問題設定，問題解決の視点を明確にするとともに，繰り返し登場させることで後の学習でも自ら学習を広げる視点をもてるよう工夫しました。

【例】1年p.26／1年p.69／2年p.24／2年p.34／3年p.14／3年p.92　など

	
	⑥数学を活用して考えたり判断したりしようとする態度が育つように配慮されているか。
	⑥身に付けた数学的な知識を総合的に活用する場面を設け，活用しようとする態度の育成を図りました。
	●多くの章で，学んだ知識・技能が活かされるたくさんの場面を用意しました。特に，3年では，新単元「円の性質」を含めて図形領域すべてに利用の節をおいて活用しようとする態度をはぐくんでいます。

【例】1年p.119-121／2年p.41-45／3年p.29-33／3年136-138　など
●「数学広場」では数学と親しんでもらうために，いろいろな数学を集めています。学んだことがらを違った見方でみたり，深めたりするひろがる数学，いろいろな資料を読みとって，わかったことをまとめる読みとる数学，じっくりと考えて答を出す考える力アップ，数学と身のまわりとのかかわりについて考える数学を通して見てみようなど，総合的に数学を様々な場面で活用するコーナーを設けています。
【例】1年p.226-256／2年p.160-189／3年p.198-231

	2
指
導
計
画
と
指
導
上
の
配

慮
	①新たな内容を指導する際に学び直し(スパイラル)ができるよう配慮されているか。
	①新しく学習する内容で，既に学習した内容と関連するものについて，意図的に再度取り上げることが生徒の理解を深めたり拡げたりするのに有効な場合には，学び直しの機会を設けるよう配慮しました。
	●新たな学習に入るときに，ふりかえり「算数マーク」をつけ小学校との関連することがらを示すことによって，振り返りながら学習が進められるよう工夫しています。
【例】1年p.21／p.51／p.62／p.75／p.85／p.97／p.116／p.139／p.145／p.147／p.155／p.177
●1年では，数学広場で算数から数学へを用意し，算数で学習したことがらを，単に問題を解かせるだけでなく，学習過程を示して振り返ることができるようにしました。

【例】1年p.216-225
●ふりかえりで関連する既習の内容を示し，より明確につながりを意識できるよう工夫しました。
【例】1年p.82／2年p.17／2年p.130／3年p.43／3年p.92　など

	
	②数学的活動の一層の充実をはかるための配慮がなされているか。
	②数学的活動が，各学年の４領域の内容，および，それらを相互に関連づけた内容の指導の過程において行われるように位置づけ，一層の充実を図りました。
	●数学的活動を通して学習が展開できるよう，特に各節の初めには学習のとびらのページを設け，生徒が目的意識を持って主体的に取り組むことができるよう工夫しました。【例】1年p.138／2年p.141／3年p.38-39など
●数や図形の性質などを見いだす活動については，ひろげようのコーナーで既習の内容を基にして考えたり予想したりして，新しい性質や考え方を主体的に見いだしていけるような展開にしました。

　【例】1年p.80／2年p.55／3年p.126など
●数学を利用する活動については，○○の利用の節を充実させるとともに，特に身のまわりのことがらを数学を用いて解決する課題には身のまわりの利用マークをつけるようにしました。

　【例】1年p.119-121／2年p.41-45／3年p.136-138など
●数学的に説明し伝え合う活動については，自分のことばで伝えよう，みんなで話しあってみよう，自分の考えをまとめようのコーナーを充実させ，自分の考えをまとめたり，理由を説明したり，コミュニケーションをしたりする場面を設定しています。【例】1年p.114／1年p.191／2年p.66／2年p.93／3年p.72／3年p.91など

	
	③課題学習を各学年で適切に位置づける配慮がなされているか。
	③生徒の興味・関心を高め，自主的な学習を促す課題学習を充実させ，各領域の内容を総合するなどして，見いだした課題を解決する学習として位置づけています。
	●不等式は，1年の文字の式の中で扱っていますが，不等式の解を見つけることについては，学習指導要領に示されていない内容ですので，ひろがる数学の中で発展マークをつけ，挑戦できるようにしました。　1年p.228

●2年のひろがる数学の中に，グラフで絵をかこうがあります。これをもとにして自分で好きな絵や図を考えて式に表す活動を楽しく展開することができます。　2年p.166
●3年の黄金比は，数学を通して見てみようの中で扱っています。図形の相似や二次方程式などの知識を必要とし，比を求めた後，身のまわりから黄金比に近いものを探す活動をしています。　３年p.230-231

	
	④教育基本法や道徳の時間などとの関連について，数学科の特質に応じた配慮がされているか。
	④教育基本法第2条を基に，各学年でそれにふさわしい内容を適宜扱いました。
	●各学年巻頭p.4-5「学習の進め方」では，みんなで話しあってみようなどのコーナーを通じて自他の敬愛と協力することの大切さを取り上げました。
●勤労の大切さを伝える観点から，2年p.174-175では，マグロ漁業の実態について取り上げました。　
●道徳，公共福祉の観点から，２年p.41では，「車いすバスケットボール」，p.189では「点字，点字ブロック」，3年p.165では「バリアフリー法」等を取り上げました。

●真理の追究の観点から，「数学広場」の考える力アップでは，主にトライアンドエラー型の課題を取り上げ，条件に合うもの，あわないものを整理しながら試行錯誤して，正解にたどりつく喜びを味わえるようにしました。

●国際社会における日本の役割，伝統文化の尊重の観点から，1年p.138では，井戸づくりの技術者派遣の課題を取り上げました。また，各学年の表見返しでは，数学と関連する日本の古きよき伝統を紹介しました。
●「数学広場」の数学を通して見てみようでは，各課題に，「国際社会」「伝統」「環境」「福祉」などのマークをつけ，教育基本法や道徳に対応した課題が一目でわかるようにしました。


(2)新しい教育の方向への対応

	項目
	観　点
	特　色
	事　例

	1
確
か
な
学
力
へ
の
対
応
	①数量や図形に関する基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着を図るためにどのような配慮がなされているか。
	①基礎・基本を重視するため，数や文字の計算では複雑な数値を避け，理解しやすいようにし，図形では操作的活動を多く取り入れて確実に理解できるようにしています。

また，見通しを持った学習ができるような工夫を随所に取り入れています。

さらに，繰り返し学習ができるよう工夫し定着を図れるようにしています。
	●正の数・負の数（1年p.12-16）では，具体的な事象を通して正の数・負の数を考察して概念形成を図り，正の数・負の数になじめるようにしています。

●正の数・負の数の加法・減法の意味を具体的に理解できるように，巻末に数直線スケールを用意しました。これを使うことによって，計算を苦手とする生徒にも負の数を含んだ加法・減法のイメージを定着できるようにしました。

（1年p.277，p.281）

●空間に対する理解を深めるためには，具体物を手元において，観察したり，操作したりすることが大切です。空間図形では章全体を通して，身近な具体物を対比させて考察し，学習しやすくしています。（1年p.154-182）
●各節の導入である学習のとびらでは，とびらのテーマとその章や節で学習する内容を生徒向けのことばで示し，見通しをもった学習活動ができるよう工夫しています。
【例】1年p.48-49／1年p.59／2年p.82-83／2年p.141／3年p.80-81／3年p.150
●例，例題にはタイトルをつけ，学習内容がはっきりとわかるようにし，復習するときにも役立つようにしています。
●今までの学習を振り返ると効果的な場面には，ふりかえりをおき，既習事項を振り返って学習することができるようにしています。特に小学校算数のふりかえりには「算数」マークをつけて，中学校での学習にスムーズに入っていけるようにしました。

【例】1年p.21／1年p.150／1年p.177／2年p.67／2年p.88／3年p.43／3年p.131など
●基本のたしかめでは，章の学習内容の基本事項が確認できるような問題を充実させました。また，各問題に対応させて，学習事項と該当ページを示し，生徒自身が自己評価したあと，振り返って学習をすることができるようにしています。
【例】1年p.151／2年p.132／3年p.77など
●くり返し練習では，家庭で学習するときや，授業中に早く「問」が終わってしまったときなどに，取り組む問題を用意しました。これに取り組むことによって，さら理解を深められるよう工夫をしています。

【例】1年p.207-214／2年p.152-158／3年p.191-196
●「数学広場」の中にある力をつけようでは，この教科書で学んだことを，各章ごとに確認しながら力をつける問題を用意しています。これに取り組むことによってこれまでの学習の総仕上げをすることができるよう工夫しています。
また，3年では問題を領域ごとに用意し，各領域のはじめに基礎基本の確認たしかめようをおいて，入試前の時期に前学年までに学んだことがらも振り返ることができるようにしています。（3年P.232-249）
●全国学力・学習状況調査問題を研究・分析し，生徒のつまずきやすい部分にも配慮しました。A問題に関しては，ステップを細かくしたり，解説を丁寧にしたり，練習問題を増やしたりしました。B問題に関しては，証明の根拠を丁寧に示したり，考え方や理由を説明したり，考えをまとめたりする場面を設けるなど工夫しています。
　【例】A問題：1年p.111例題1，問5／2年p.66練習問題1／2年p.149基本のたしかめ②など

　　　　B問題：1年p.66自分のことばで伝えよう／2年p.111証明／3年p.72自分の考えをまとめようなど

	
	②思考力・判断力・表現力等が育つよう配慮されているか。
	②知識・技能・考え方を活用する場面を設定するとともに，その過程について，根拠や手順等を説明する場面の設定や思考力・判断力・表現力等をくり返しはぐくむよう配慮しました。
	●数学広場に考える力アップをおき，解決方法をいろいろと探りながらじっくりと考える習慣が身につけられるようにしました。（思考力）
●問題解決や問題設定に必要な思考，判断のきっかけとして，数学的な見方・考え方の看板に「同じように考える」「逆向きにみる」「すでに学んだ形にする」などのキーワードを取り入れ，自らそのような考え方ができるように工夫しました。（判断力）

●自分のことばで伝えよう，みんなで話しあってみよう，自分の考えをまとめようのコーナーを設け，自分の考えを他者にわかりやすく伝える姿勢，他者と自分の考えを比較して，よりよい考えへと高めていく姿勢，ノートやレポートなどで筆記によって考えを整理し，まとめ，他者にわかりやすく伝えるまとめ方などが身につくようにしました。(表現力)
●　自分のことばで伝えようでは，答えにたどりつくまでの考え方や道筋について説明させています。

●みんなで話しあってみようでは，他者の考え方にふれることで，いろいろな考え方をしてみようとする姿勢を身につけ，答が導けない生徒でも，解決の切り口となる考え方を発表することで，授業参画意識をもって臨めます。
●自分の考えをまとめようでは，いろいろな答えや解決方法がある課題などで，その多様な考えを整理してノートやレポートにまとめることで，将来必要になる文書作成能力をはぐくみます。

●1年「資料の活用」の１節第４項に「調べたことをまとめ，発表しよう」をおき，レポートを書くこととそれを発表することを授業の中で取り組むことができるようにしました。

	
	③数学を学ぶことの意義や有用性を実感できるような配慮がなされているか。
	③実感を伴って理解することや学習の広がりや深まりなどの進歩を感じたり，学んだことを活用できるようにすることを重視して，数学を学ぶことの意義や有用性を実感できるように配慮しています。

発達や学年の段階に応じた反復（スパイラル）による指導により，理解の広がりや深まりなど学習の進歩が感じられるようにしました。
	●文字の式の指導では，1年から3年まで学習した進歩が感じられるよう，ふりかえりや数学的な見方・考え方の看板「同じように考える」を入れ，前学年までとの違いがはっきり分かるようにしました。

【例】2年p.15-17／3年p.12-14

●2年の一次関数の指導で変化の割合について学習する際，1年の反比例の関係の変化の割合が一定でないことも調べ，変化の割合の理解を深めています。（2年p.57）
●「数学広場」の中の数学を通して見てみようでは，実際に数学が活かされる場面を取り上げ，数学の有用性を実感できるようにしました。

【例】1年p.252-256／2年p.180-189／3年p.224-231

	
	④確かな学力を確立するために必要な授業時数の確保をねらいとした2学期制などへの配慮もされているか。
	④３学期制はもとより，２学期制など柔軟なカリキュラムへも対応できるように配当時数および内容の配列に配慮しています。
	●章内で学習したことの補充的，深化・発展的な学習，繰り返し練習などにも時間をあてられるように，標準時間数1年140時間，2年105時間，3年140時間に対し，各学年とも余裕をもたせた時間配当にしています。

（1年119時間，2年89時間，3年114時間）

●カリキュラムを組む際には，くり返し練習や「数学広場」の内容を適宜取り入れることによって，区切りのよいところで学期末を迎えることができます。

	
	⑤生徒が自ら学び，自ら考える力を育成できるように配慮されているか。
	⑤生徒がつねに，興味と関心を持って学習課題に取り組み，自主的，意欲的な学習活動が展開できるように配慮しています。

また，数学への関心や意欲を高めるために，生徒の生活体験を重視した興味ある問題・話題や数学史的な内容を多く取り入れています。
	●各章や節のはじめにこの章を学ぶとこんないいことがある，こんなに役に立つという気持ちを持たせるとともに，実験や操作を取り入れた数学的活動を行い，学習意欲を高め，目的意識を持って学習が進められるように工夫しています。

●項のはじめには，右の余白のリード文でこれからどのような学習をしていくかがわかるようにしています。また，学習のきっかけとなる問題ひろげようをおき，学習内容の見通しをもってその教材の学習に自然に入っていけるように構成しています。

【例】1年p.147／2年p.138／3年p.180など
●キャラクターを登場させて，考え方のポイントを示唆したり，本文の理解を助ける説明をしたりすることで，親しみやすく，楽しく学習できて理解が深まるように工夫しています。

●数学展望台や数学広場には，学習した内容に関連のあることがらや歴史的な話題などを紹介し，興味をもち，さらにやる気をもって学習を進めていくことができるようにしています。

	
	⑥補充的な学習・発展的な学習についてはどのように配慮されているか。
	⑥学習内容をさらに深化させる課題や学習指導要領の枠にとらわれない学習課題を豊富に用意し，個に応じて，あるいは生徒の興味・関心や授業時間数に応じて柔軟に扱えるように配慮しています。
	●くり返し練習で補充教材を，「数学広場」で深化・発展及び総合的な教材を取り扱い，興味・関心に応じて，課題を選択しながら学習が進められるようにしました。
●学習指導要領に示されていない発展的な内容も「数学広場」の中のひろがる数学で，「発展」マークを付けて扱いました。これらの教材については，入学試験の範囲外ですが，興味・関心に応じて発展的に学習をひろげられる内容になっています。

【例】1年p.228／1年p.236-237／2年P.163／2年p.167-168／3年p.206-209など

	
	⑦生徒の自己評価など，目標・内容の達成状況の評価活動について配慮がなされているか。
	⑦指導者の立場からは評価規準の設定に役立ち，また，生徒の立場からは自己評価や相互評価に役立つようなページを設定しています。
	●基本のたしかめでは，章の学習内容の基本事項が確認できるような問題を配置し，評価規準の「おおむね満足できる」に対応できるようにしています。巻末には解答を掲載し，自己評価や相互評価ができるように配慮しています。
●章末問題には，項末の練習問題よりも融合の進んだ問題もおき，評価規準の「十分満足できる」にも対応できるようにしています。

	2
学
習
指
導
法
の
改
善

	①理解の不十分な生徒を助けるための工夫がなされているか。
	①すべての生徒に十分な理解・定着ができるよう，身近な具体例を豊富に出すとともに，基礎的なことがらについては，指導のステップを細かくしています。
	●正の数・負の数の導入（1年p.12）では，生徒が日常使用している温度計を用いて，負の数の概念が平易にわかるようにしています。

●1年では，新たな学習に入るときに，ふりかえり「算数マーク」をつけ小学校との関連することがらを示しました。これによって復習しながら，新しい内容に入っていくことができます。
●小学校算数で定着が十分でないと思われる小数・分数の計算，速さ・時間・道のり，比，対称な図形の内容については，「数学広場」に「算数から数学へ」のコーナーを設けて復習できるようにし，中学校数学の内容を学習する上で必要なレベルにまで基礎学力を引き上げることができるようにしました。(1年p.216-225)
●問については，なるべく例，例題を直接適用する問題から入り，問題数も増やして習熟が図れるようにしました。
●基本のたしかめには，各章の学習を終えるにあたって，これだけは身につけておいてほしい内容を１ページ使って取り上げています。また，各問題に対応させて，右端には学習事項とページ番号を示すとともに巻末に解答もつけています。

●反復練習により，さらなる定着が図れる問題については，問とリンクさせて本編と数学広場の間に，くり返し練習を設けました。

【例】1年p.207-214／2年p.152-158／3年p.191-196

	
	②少人数学習・習熟度別学習や関心・意欲・進度などの個に応じた学習や家庭学習にも対応ができるように配慮されているか。
	②教科書を本編（各章）とオプション（くりかえし練習，数学広場）の２部構成にしています。

本編では，学習指導要領の範囲を網羅した必修内容を扱っています。また，くり返し練習では家で学習するときや，授業中に早く問が終わってしまったときなどに取り組む問題，数学広場では興味・関心などに応じて学習する内容で構成しています。
｢本編｣は時間配当をしていますが，｢くり返し練習｣，｢数学広場｣は全員が一律に学習する必要のない配当時間外の内容として位置づけています。
	●本編で確かな学力をつけ，さらに，生徒個々の興味・関心に応じて課題を選択し，意欲的に学習に取り組めるように，各学年の数学広場で，深化・発展課題のひろがる数学，読解力育成，PISA調査型課題の読みとる数学，考える力アップ，数学を通して見てみよう，力をつけようまとめの問題などのコーナーを設けています。また，くり返し練習のコーナーを設け，問とリンクさせることで，定着のための練習を充実させています。

←　　　配当時間内　　　　→

←　　配当時間外　　→

前付

本　　編

くり返し練習

数学広場

後付

１

章

２

章

３

章

…

○

章

力をつけよう
数学を通して見てみよう
考える力アップ

読みとる数学
ひろがる数学

算数から数学へ(１年のみ)



(3)教科書の構成上の工夫

	項目
	観　点
	特　色
	事　例

	1
内
容
の
程
度
	①本文・例題・例などの程度は適切か。
	①本文の内容は，次の原則にしたがって展開されています。
・具体から抽象へ

・易から難へ

・基礎的なものから発展的なものへ
また，指導内容の取り扱いは，それぞれの学年の生徒の発達段階を考慮した表現や方法をとっています。
	●１年の正の数・負の数の計算，文字の導入，式の計算，方程式，2年の式の計算，連立方程式，3年の式の展開と因数分解，平方根，二次方程式など，基礎的・基本的な内容については指導のステップを細かくし，ていねいに説明しています。
●具体的な例を豊富にし，初めて学ぶ生徒にもわかりやすくしています。
●例題は標準的なもので普遍性があって利用度の高いものを厳選し，できるだけ考え方を入れて，解決の糸口がつかめるようにしています。例題の中でも，特に標準的なものは，解答例を黒板風に示して解答の標準的な表現のしかたがわかるようにしています。

	
	②技術的・技能的な教材に偏らず，思考力・表現力を伸ばす教材も取り扱っているか。
	②技能面を伸ばす教材ばかりを扱うのではなく，生徒が自分で考えて解決できるような思考力を伸ばす教材も適切に扱っています。
	●文字の式の計算は，計算処理（アルゴリズム）だけではなく，ひろげようや身のまわりへの利用，自分のことばで伝えよう，みんなで話しあってみよう，自分の考えをまとめよう，数学的な見方・考え方の看板等を活用して，数学的活動や表現力，数学的な見方・考え方にも触れられるようにしています。
【例】1年p.55／2年p.38／2年p.66／3年p54／3年p.72　など
●1年の正の数・負の数の加法，減法や，乗法，除法について考えるときに，計算練習だけでなく数直線を活用して考える助けとしています。また，3年の根号をふくむ式の計算では，文字式の場合と同じように考えればよいこと等を強調して，基になる考えに帰着させるようにしています。
【例】1年p.21-23／1年p.31-33／3年p.54／3年p.56　など

	
	③身に付けた数学を生活や学習に活用することについてはどのように配慮されているか。
	③数学の学習が単なる知識・技能のつめこみとならないよう，それを利用，活用する場面を充実させました。
	●身につけた知識・技能を利用して身のまわりの問題を解決する場面では，身のまわりへの利用マークを付け，数学の有用性を実感しながら学習できるようにしました。

【例】1年p.90／1年p.119／2年p.29／2年p.45／2年p.131／3年p.73／3年p.98／3年p.101など
●日常生活や社会と数学とのかかわりについて学習する数学を通して見てみようのコーナーを用意しました。
【例】1年p.252-256／2年p.180-189／3年p.224-231

●3年では，図形領域すべてに利用の節を設定しました。

【例】3年p.136-138／3年p.150-151／3年p.165／3年p.173

	
	④練習問題などの程度は適切か。
	④練習題も，基礎的・基本的な内容に重点をおくとともに，個に応じて必要な練習ができるよう，さらに問題を用意しました。問題の程度も適切なものにしています。
	●項末の練習問題，章末の章末問題は，本文で学習したことがらで生徒が解決できるような基礎的・基本的な問題を精選して取り上げています。また，巻末のくり返し練習を個に応じて柔軟に利用できるように配慮しました。

	2
組
織
・
配
列
	①小中高の連携について配慮されているか。
	①新しい学習の導入をていねいにしたり，小学校の内容を補ったりするなど，小学校とのギャップを感じさせないように配慮しています。また，高等学校の数学につながる内容に対しても興味がもてるよう配慮しています。
	●今までの学習を振り返ると効果的な場面には，ふりかえりをおき，既習事項を振り返って学習することができるようにしています。とくに小学校算数のふりかえりには「算数」マークをつけて中学校での学習にスムーズに入っていけるようにしました。
【例】1年p.21／1年p.85／1年p.177／2年p.88など
●方程式では，小学校で学習した知識でも解くことができる題材を導入に扱い，方程式の意味，方程式の解，方程式を解くという内容を，スムーズに学習できるようにしています。
【例】1年p.74-76

●空間図形の導入では，いろいろな建物を立体図形として抽象化してとらえていくことを扱い，中学校の学習につなげるようにしています。
【例】1年p.154-155

●小学校算数で定着が十分でないと思われる内容のうち，小数・分数の計算，速さ・時間・道のり，比，対称な図形について，数学広場の算数から数学へのコーナーで取り上げました。本編の関連箇所にリンクマークも用意し，適宜授業の中にも組み込んで，中学校の先生によって再指導ができるように工夫しました。
【例】1年p.216-225

●「数学広場」の中に，学んだことがらを，違った見方でみたり，さらに深めたりするひろがる数学を設けました。発展マークをつけた課題では，学習指導要領の範囲を越える内容を扱っています。学習した内容と高等学校で学習する内容との関連が深い箇所では，さらにひろがる数学で先につながる内容を紹介しています。
【例】2年p.167-168／3年p.200-203／3年p.204-205／3年p.206-209

	
	②内容が全体として継続的・発展的に展開されているか。
	②指導内容をまとまりのある章に構成し，相互の関連，生徒の心身の発達段階を考え合わせ，学習が自然に進められるよう十分配慮しています。
	●どの学年も，章の導入では数学的活動を取り入れた展開になっており，スムーズに学習にはいっていくことができます。
●1年の図形では，平面図形と空間図形に分け，前者は図をかくことをベースに，後者は具体的な立体を観察することをベースに章を展開し，構成を，数学的活動を基調にしてまとめています。

●2年の図形では，論証の意義や証明の仕組みが，やさしく理解できるように，内容の配列を工夫しています。
●3年の数式教材では，2年の学習の流れを受け，やさしく学習に入っていけるように，また二次方程式の指導にスムーズにつながるように，式の展開と因数分解，平方根の順に配列しています。

	
	③導入・説明文・例題・問題などの配列や関連は適切であるか。
	③導入・説明文・例題・問題などは，学習の流れを大事にした配列にし，それぞれの関連がわかりやすいように配慮しています。
	●各節の導入である学習のとびらでは，活動を入れて，主体的に数学を見いだし発展できるようにするとともに，これからどのようなことを学習するのかを簡潔に示しました。

●ひろげようの問題では，新しい学習のきっかけとなる問題を用意し，これまでに学んだことをもとにして考えたり，予想したりして，新しい性質や考え方を見つけ学習をひろげていくことができます。

●説明文の後には，具体的な例をおき，理解が深まるように配慮しています。

●説明文や例，例題の直後などには，問をおき，新しい知識や技能の定着が図れるようにしています。

	
	
	
	

	3
分
量
・
時
間
	①各内容の分量の配分は適当か。
	①基礎的・基本的なことがらの指導に十分な時間がさけるよう内容の配分について工夫しています。
	●1年では，正の数・負の数や文字式，方程式など基本的な内容の指導に，十分時間をあてるようにし，図形については，すっきりした筋を通すことによって，学習の見通しをつけやすくしています。

●本編の内容では，基礎的・基本的なことがらの指導に十分な時間がさけるように絞り，学んだことがらを，違った見方でみたり，さらに深める内容については，右端に，ひろがる数学のページを示して取り扱えるようにしています。ひろがる数学(数学広場)の学習については，授業時間数に含めていません。

	
	②指導時数や生徒の心身の発達段階からみて，全体の分量や1時間毎の分量は適切か。
	②各地域・学校や生徒の実態に応じて調整が可能になるよう，各学年の配当時間はゆとりをもって対応できるよう配分しています。

また，実際の授業を想定し，１時間の分量や授業の区切りなどを考慮して紙面を構成しています。
	●本文，練習，問題を含めて，年間の指導時数は，各学年ともゆとりをもって指導できるように工夫しています。
（１年119時間，2年89時間，3年114時間）
●教科書のページ数，問題数は大幅に増加していますが，授業の中だけではなく，自発的な学習にも教科書を使って更に学力を身につけていくことができるよう，配当時間外の課題を充実させています。

●1時間の授業の分量を勘案し，原則として授業の区切りがページの途中にこないように配慮しています。

	
	③練習や復習問題の分量は適切か。
	③問題の練習は，数学の力をつけるために大切なものです。そこで，本文や章末はもちろんのこと，くり返し練習や数学広場にも練習問題を学習場面に応じた分量で用意しています。
	●問は，本文の説明や例，例題の内容の定着を図れるよう配慮しています。右端のくり返し練習「p.○○」マークのあるところでは，さらに練習したいときに，そのページにあるくり返し練習を扱うことができます。

●練習問題では，その項の復習ができ，そこで学んだ技能の習熟が図れるよう配慮しています。

●基本のたしかめでは，章で学んだ基本のことがらが身についているかを自己評価，確認できるように配慮しています。

●章末問題では，その章で学んだことがらをくり返し練習したり活用したりすることによって，知識の定着や技能の向上，思考力の育成が図れるよう配慮しています。

●くり返し練習では，問とリンクさせることで，定着のための練習を格段に充実させました。

●1年の算数から数学へでは，数学の内容と関連のある算数で学習したことがらを振り返って，スムーズに数学を学んでいけるように配慮しています。
●各学年の力をつけようまとめの問題は，解答を巻末に掲載し，生徒の実態に応じて，自学自習できるように配慮しています。

	４

素

材
	①素材は生徒の発達段階や興味，生活や他教科との関連に配慮されているか。
	①生徒の発達段階に合わせた素材や身近な生活，他教科との関連を考慮した素材を提示することによって，興味や関心を引き起こし，親近感をもって学習ができるよう工夫しています。
	●各節の導入である学習のとびらは，生徒の身近な生活の中から関連のあるものを用い，スムーズに学習に入っていけるようにしています。

【例】1年p.48-49マグネットの数／1年p.173プレゼントの箱／2年p.50-51水そう／2年p.108-109名札立て／3年p.98制動距離／3年p.136校舎の高さなど
●本文の展開でも，日常生活や社会に関連のあるものを積極的に取り上げています。
●他教科と関連する内容を多く取り上げ，特に，数学を通して見てみようでは，関連する科目名（理科，美術など）を示しました。
【例】2年p.182-187国語「数とことば」／3年p.178-179社会「国勢調査」／1年p.115理科「毛細管現象」／1年p.256理科「年代を測る」／3年p.230美術「黄金比」／1年p.177英語「公式で使われる文字の意味」など

	
	②地域的な偏りのない素材が選ばれているか。
	②素材は，特定の地域だけを集中的に取り上げることがないように，できるだけ広範囲にわたるよう配慮しています。
	●国内で取り上げた地域はほぼ全国にわたっています。
【例】1年p.136／1年p.154／2年p.43／2年p.81／3年前見返し／3年p.174　など

	
	③人権や男女共同参画意識などへの配慮がされているか。
	③社会的な人権差別や性差別などを助長することがないように，同和や色弱などの観点でも専門家に意見を伺いながら教材を選定しています。
	●男の子，女の子のキャラクターの登場回数は，大きく差が出ないようにし，性差別を助長することがないように配慮しています。

●色彩はCUD(カラーユニバーサルデザイン)の観点から，色覚の個人差を問わず，色だけで判断する問題を避け，見分けることが困難な配色をしないなど，すべての生徒が見やすくなる配慮をしました。

●拡大教科書を用意し，すべての児童が支障なく学習できるようにしています。

	
	④環境問題への配慮がされているか。
	④持続可能な開発のための教育(ESD)を推進するという観点から，環境の保全に寄与する態度を養うための教材を意図的に扱いました。
	●2年の前見返しでは，環境保全に寄与する日本伝統「ふろしき」を紹介しました。

●2年p.45問４のボランティアの問題では，イラストに清掃活動を入れ，環境保全と社会活動への参画意識を高めるようにしました。

●２年p.180-181では，二酸化炭素の排出量を考える課題を扱い，日常生活で環境への配慮を心掛ける姿勢が身につくようにしました。

	
	⑤伝統文化の尊重への配慮がなされているか。
	⑤伝統文化を尊重するという立場にふさわしい内容を扱いました。
	●各学年とも見返しのカラー写真は，伝統文化の尊重にふさわしい内容を扱っています。（図24　2年表見返し）
●第1学年には「昔の教科書」として緑表紙教科書を紹介し，実際に問題を解くことを取り上げました。

「昔の教科書」の紹介：1年p.254-255

	
	⑥コンピュータや情報通信ネットワーク等の活用，あるいは国際理解教育への配慮がされているか。
	⑥電卓の扱いについても，指導の効果を高める場面で積極的に取り上げています。また，インターネットなどの情報通信ネットワーク活用やコンピュータの活用などICT教育と，数学を関連させて取り上げています。さらに，国際理解教育に関連する素材も積極的に扱いました。
	●各学年で，電卓を使うことが望ましい場面では，電卓マークをつけて示し，電卓を利用できるように工夫しています。

【例】1年p.116-118／1年p.193／2年p.29／2年p.140／3年p.44-45／3年p.75　など
●ICTの積極的な活用を促すため，紙面にコンピュータの利用を促す工夫をしました。

【例】1年p.239-241資料の活用とコンピュータ／3年p.182表計算ソフトを利用する　など
●国際理解教育の一環として，積極的に海外の文化や状況を示す等の工夫をしました。

【例】1年p.126-127友だちの家はどこ？／3年p.224いまいる場所は？　など
●ICT教育をサポートするため，指導者用デジタル教科書を用意しています。

	5
創
意
・
工
夫
	①授業や自学の場面で，教科書を有効に活用できるような工夫がされているか。
	①教科書を通して生徒が学び方を身につけられるよう，授業はもちろん自学の際にも教科書を有効に活用できる構成にしています。

また，学習内容やポイントとなる事項がわかりやすくなるような工夫をしています。
	●ひろげようや問題の解決過程の中では，書き込み形式にしたり，答が見えないようなページ構成にするなど，工夫をしています。これにより，生徒の主体的な学習を促すよう配慮しています。

【例】1年p.112／2年p.113／3年p.31　など

●キャラクターの吹き出しなどで問題解決のヒントを示唆し，問題解決の手順などを身につけられるように配慮しています。

【例】1年p.41／2年p.68／3年p.84　など

●例，例題にはタイトルをつけ，学習内容がはっきりわかるようにし，復習するときにも役立つようにしています。
●用語が定義されているところには，緑色のアミをつけて目立たせています。また，重要事項のまとめは，表題をつけ大枠でくくり，後見返しにもまとめることで以降の学習にも役立つようにしています。
●ふりかえりを見ることによって，既習事項の確認ができるようにしています。
●問題と解決過程を対比したい場面や，前後の学習で何回も参考にしたい場面では，折り込みを有効に活用して，両方を同時に見ることができる工夫をしています。

【例】2年p.99-101証明とそのしくみ／3年p.86-89関数ｙ＝ａｘ２のグラフ

	
	②実生活と数学との関連を意識できるように工夫されているか。
	②身のまわりにひそんでいる数学に焦点を当てた写真や話題を積極的に取り上げ，数学と社会とのつながりに関心がもてるよう工夫しています。
	●数学展望台には，数学にまつわるお話を載せてあります。その中には，日常生活の中の数学を取り扱い，少しでも数学に対して興味がもてるように工夫しています。

【例】1年p.125ランドルト環／2年p.81列車のダイヤグラム／3年p.135コピー機による拡大・縮小
●前見返しには，本編に関連のある日常生活との関わりのある写真を紹介しています。

●身のまわりへの利用では，身につけた知識・技能を利用して身のまわりの問題を解決する場面で，数学の有用性を実感しながら学習できるように工夫しています。

【例】1年p.92地図上の距離/2年p.75通話時間と使用料／3年p.101郵便料金　など

●数学を通して見てみようでは，日常生活に深く関係している数学について紹介しています。

【例】1年p.252-253時差の求め方/2年p.182-187数とことば／3年p.224-225いまいる場所は？　など

	
	③生徒が親しみやすく，学習意欲を喚起する工夫がされているか。
	③生徒の関心・意欲を引き出し，主体的な学習を促すように導入やキャラクターの使い方などで工夫をしています。
	●各節の導入である学習のとびらでは，生徒向けのことばで問いかけたり，促したりする表現にして，生徒の主体的な学習へと導く配慮をしています。

●生徒と一緒に学習していく仲間として，本編では，「けいた」「かりん」「すすめ」，数学広場では「はやと」「あかね」「すすめ」を登場させ，生徒が主体的に学習を進められるように配慮しています。
●1年と3年の巻末には，ミシン目入りで簡単に取り外し，組み立てて使うことができる巻末教具を用意しています。本文の学習で使うことで，より楽しく実感を伴った効果的な学習ができるようにしています。

●各学年とも，本文に入る前に，この本で学ぶみなさんへ，この本の使い方，ノートのくふうを用意し，教科書を使って効果的に学習していく方法を紹介しました。また，生徒と一緒に数学の楽しさに触れるよう保護者の方へのメッセージも掲載しています。

	6
絵
図
・
写
真
な
ど
	①臨場感のある写真が効果的に使用されているか。
	①数学が使われている場面を学習内容と関連させて写真で紹介したり，生徒が活動している場面で効果的に写真を用いるようにしたりして，生徒の学習意欲が高まるよう工夫しています。
	●見返しのカラー写真は，その学年の学習内容に関連のあるものを厳選し，数学に関心や親しみがもてるようにしています。
●身のまわりの数学のある風景や数学が使われている場面の写真を積極的に入れるようにし，数学が身近な存在になるように工夫しています。
●生徒が活動している場面の写真を効果的に取り入れ，数学的活動を助長したり，臨場感を高めたりする工夫をしています。

	
	②学習の理解を助けるための図表を有効に使っているか。
	②本文の説明を補うための説明図や表を効果的に使い，学習の理解を助けるようにしています。
	●つまずきやすい箇所やポイントとなる箇所には図表を用いて，学習の理解を助けるよう工夫しています。
●説明図を用いて内容が直観的にとらえられるように工夫しています。

【例】2年p.25文字式の利用／3年p.65二次方程式の解き方　など
●方程式の利用問題では，学習の理解を助けるための図や表を有効に使い理解を助けるようにしています。
【例】1年p.90／2年p.44-45　など

	
	③引用されている資料は正確で新しいものになっているか。
	③教科書に引用されている資料や写真は可能な限り最新のものを使用しています。
	●資料や写真は，生徒に馴染みやすいものを選び，正確で新しいものを用いています。

	7
表
記
・
表

現
	①文章表現は，わかりやすく，意味がとらえやすいようになっているか。
	①文章は，できるだけ簡潔明瞭で，しかもやさしく読めるようにしています。
	●全学年とも「～します」「～表しなさい」という表現を中心にし，また新しい学習に入る場面，進んで考える場面では，「～してみましょう」というように，生徒の心情を考慮してやわらかい表現にしています。また，例やまとめ，命題などでは「～である」という表現にし，教科書全体を通してメリハリをつけて読みやすく工夫しています。

	
	②用語・記号の取り上げ方は適切か。
	②むやみに多くの用語・記号を取り上げることはせず，ことがらや関係などを明確・簡潔に表すのに有効なものに厳選しています。
	●自然数，絶対値，鋭角，因数，不等号 (＞，＜，≧，≦)，有理化等，厳選した用語や記号については，適切な場所で説明するとともに，その後の使用場面で意識して使うようにしています。

	8
印
刷
・
造
本
等
	①文字の大きさ，字間，行間，字体などは適切であるか。
	①文字の大きさや，字間，行間，字体，などは，見やすく読みやすいように配慮しています。
	●文字の大きさ，字間，字体，文字間について読みやすいように設定しました。各ページのレイアウトにも万全を期しています。
●行間も読みやすいように設定しました。また，区切りごとにまとまりをもたせて読みやすいように工夫しています。

●各ページの学習事項がはっきりわかるよう，節の名前，小見出しのほか，例題，考え方，解など見出しも工夫しています。

	
	②文字，挿絵，写真など，色彩は鮮明に印刷され，生徒に親しみやすいものになっているか。
	②印刷は鮮明で，生徒に親しみやすく，美しいカラー写真を豊富にそろえています。

また，色彩については，全体的に落ち着いた色使いと目にやさしい中間色を基調にしています。
	●全てのページで４色刷りを効果的に用い，見て楽しく，生徒が興味と関心をもって学習を進めることができるようにしながらも，不必要なイラストを避けました。

●見返しのカラー写真は，その学年の学習内容に関連のあるものを厳選し，数学に関心や親しみがもてるようにしています。

●色彩はCUD(カラーユニバーサルデザイン)の観点から，色覚の個人差を問わず，色だけで判断する問題をやめたり，見分けることが困難な配色を避けたりするなど，できるだけ多くの生徒に見やすいよう配慮しました。

●色彩は目に優しい中間色を基調にしつつ，強調すべき箇所には濃い色をつけるなどメリハリをつけることで，生徒の理解を助ける工夫をしています。
●用紙は白色度を抑え，光を反射しないものを採用し，長時間見つめても目に負担がかからないように配慮しています。

	
	③製本は使いやすい配慮がされているか。
	③装丁・紙質がよく，製本がしっかりしており，使用に十分耐えられるようにしています。
	●長期間の使用に耐え得るように，きわめて堅牢に製本しています。

●表紙には厚い紙を使用し，汚れにくくて丈夫な加工を施しています。
●教科書を使った作業がしやすいように，ページを左右いっぱいに開くことができる「あじろ綴じ」製本形式を採用しています。

	
	④紙面構成についてどのような配慮がされているか。
	④紙面にゆとりを持たせ，読みやすくわかりやすいように配慮しています。
	●ページの右端にホワイトスペースを設けて1行の文字数を減らし，読みやすくて見やすいように一定の余白を確保しています。

●紙面を文字でぎっしり埋めず，行間をしっかり取っています。また，写真や挿絵などを有効に活用したり，書き込みスペースを多く用意したりしています。

	
	⑤環境やアレルギーに対する配慮はされているか。
	⑤印刷・造本において，環境やアレルギーなどにも配慮しています。
	●環境に優しい再生紙や化学物質をおさえた植物油インキを使用するなど，環境やアレルギーなどにも配慮しています。
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